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建設環境委員会会議録 

 

令和２年１０月２３日 金曜日 

  午前９時００分開議 

  午後３時０８分閉議（実時間７５分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．現地視察について 

１．次回の会議日程及び調査内容について 

１．その他 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  増 田 一 喜 君 

副委員長  北 園 武 広 君 

委  員  大 倉 裕 一 君 

委  員  庄 野 末 藏 君 

委  員  髙 山 正 夫 君 

委  員  橋 本 隆 一 君 

委  員  福 嶋 安 徳 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 市民環境部 
 
  循環社会推進課主幹 
           上 村 勝 一 君 
  兼廃棄物指導係長 

 建設部 

  建設政策課長   竹 原 彰 吾 君 

  下水道総務課長  奥 村 勝 己 君 
 
  下水道総務課主幹 
           上 村 和 寛 君 
  兼水洗化促進係長 
 

  議会事務局議事調査係主任 勇   正 一 君 

                              

○記録担当書記     勇   正 一 君 

 

（午前９時００分 開会） 

○委員長（増田一喜君） おはようございます。

（｢おはようございます」と呼ぶ者あり） 

 定刻となり、定足数に達しておりますので、

ただいまから八代市議会災害対策会議における

建設環境委員会を開会いたします。 

                              

◎現地視察について 

○委員長（増田一喜君） 本日はお手元に配付

のレジュメ記載のとおり、まず、１、現地視察

についてですが、当部会の調査項目である災害

ごみ及び堆積土砂等の収集等の現状把握及びそ

の早期解決に基づき、現地調査をいたします。 

 まず、執行部からの説明を聞き、質疑応答の

後、事務局より行程等について説明いたします。

その後、休憩をとり、現地調査をいたしたいと

思います。 

 現地視察終了後、本委員会室にて会議を再開

し、委員の皆様の御意見をお聞かせいただき、

次の調査につなげてまいりたいと思います。 

 なお、本日お配りしております調査票につき

ましては、調査を進めていただくに当たり、各

自で御活用していただき、後日御提出をお願い

いたします。 

 また、当部会の活動に当たり、執行部に対し

てはＢＣＰ継続中のため、原則、執行部の会議

の出席については行わないこととされておりま

したが、詳細な現状について内容を聴取するた

め、執行部と調整いたしましたところ、本日は

出席が可能ということでございましたので、御

対応いただくこととなりましたので、出席いた

だいております。 

 また、災害ごみの受入れ場所及び堆積土砂の

集積所の視察への同行についても御対応いただ

くことといたしておりますので、御承知おきく

ださい。 

 それでは、当部会の調査項目のうち、災害ご

み及び堆積土砂等の現状等についてを、まず、

市民環境部から説明願います。 
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○循環社会推進課主幹兼廃棄物指導係長（上村

勝一君） おはようございます。（｢おはよう

ございます」と呼ぶ者あり）循環社会推進課の

上村といいます。本日は、令和２年７月豪雨災

害による災害等廃棄物処理事業について、対応

について御説明させていただければと思います。 

 着座にて御説明させていただければと思いま

すが、よろしいでしょうか。 

○委員長（増田一喜君） はい、どうぞ。 

○循環社会推進課主幹兼廃棄物指導係長（上村

勝一君） それでは、お手元の資料、１枚のこ

の資料があるかと思います。この中ほどの時系

列になっとるところを中心に御説明できればと

思います。 

 まず、７月４日発災というところで、委員の

皆様も御存じのとおり、７月３日から７月４日

にかけまして、東シナ海の梅雨前線上に低気圧

が発生したことで、九州では大気の状態が非常

に不安定となり、本市においては、２４時間最

大雨量が２０４ミリ、１時間に４５.５ミリと

いう猛烈な雨を観測しまして、球磨川や支流河

川の氾濫が発生したことから、各地で道路崩落

や土砂災害、橋梁流失など、甚大な被害が発生

しました。 

 そこで、発災後、すぐにですね、熊本県を経

由いたしまして、熊本県産業資源循環協会への

災害支援の要請としまして、仮置場の運営、災

害ごみの処分などを行っていただくように連絡

いたしました。 

 また、発災後に道路崩落等の情報が入りまし

て、被災地から仮置場への災害ごみの搬入が困

難なことから、７月６日に市政協力員さんの家

に赴きまして、避難されていた方を除き、お会

いして、地区内の被災状況の確認と地区住民の

方々が片づけごみを搬出できるように、地区内

に臨時集積所の設置を依頼したところです。そ

の中で後日、道路復旧状況次第となりますが、

市より、災害ごみ、片づけごみを回収に回る旨

をお伝えしてきたところでございます。 

 その後、坂本地区のほうでは８４カ所の臨時

集積所が設置されました。また、このとき、仮

置場候補地としておりました。グリーンパーク

さかもとも被災していたことから、水処理セン

ターを仮置場とすることも決定しまして、熊本

県産業資源循環協会に受入れ準備のための整備

を要請いたしました。 

 そして、７月１１日から仮置場での受入れを

開始したところでございます。受入れの際には、

便乗ごみの持込みがないように、免許証の提示

などを求めまして、便乗で持ってこられたとこ

ろは持ち帰っていただくように対応させていた

だいたところでもございます。 

 同時に、回収に行ける地区の片づけごみにつ

きましては、熊本県産業資源循環協会の車両に

よる回収ということで、そちらも併せて回収し

ております。 

 内容については、右側の括弧書きの資料があ

りますが、熊日や広報やつしろ災害臨時号など

でお知らせさせていただいたところでもござい

ます。 

 その後、道路復旧が徐々になされていました

が、回収を行う車両台数に限りもありまして、

地区からの搬出量が、各家庭等から出される、

排出される量に追いつかず、町なかの片づけご

みも増えました。 

 しかし、中ほどになりますが、８月４日から

７日まで、自衛隊の派遣活動に際しては、２０

台以上のトラック等をリースすることで、熊本

県産業資源循環協会の車両とともに、町なかの

大量の片づけごみ搬出、回収に御協力いただき

ました。 

 また、資料中段になりますが、８月９日から

くま川ワイワイパークを災害ごみ臨時集積所と

して受入れ可能となったことで、地元の方の持

込みも利便性が増し、向上したと思います。 

 ほかには、環境省を通じまして、中にありま
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すが、全国都市清掃会議に支援要請を行いまし

て、８月１３日から９月２日までの間に京都市

さん、こちらは２班に分かれて八代市のほうに

来られております。そして神戸市、倉敷市に来

ていただきまして、パッカー車等により臨時集

積所から片づけごみ排出のため、大変御尽力い

ただき、町なかから片づけごみがなくなったこ

とや臨時集積所に、災害ごみとは言えないごみ

もちょっと搬出され始めたため、９月中旬には

臨時集積所の閉鎖を順次行ってまいりました。 

 それでは、資料の右側中段を御覧いただけれ

ばと思います。 

 公費解体事業についてですが、罹災証明書で

半壊以上の被災家屋が対象となってまいります

が、制度について、市内４カ所で、８月１７日

から９月１日まで事前相談会を開催しまして、

１９９件の相談受付を行いました。公費解体申

請受付については環境センターのほうで行って

おりますが、９月１日から開始しておりまして、

現在、申請が１７５件、うち書類不備が２１件

ございまして保留となっております。 

 解体については、流れにつきましては、現地

測量や被災度判定調査、入札、解体業者との立

会いなどがあることから、解体工事が着工に至

るまでには、時期的には１２月上旬を見込んで

おります。 

 資料のほうではですね、右側下の公費解体作

業ということで、１１上旬とちょっと書いてあ

りますが、１２月上旬のほうに、すいません、

修正のほうお願いできればと思います。 

 最後に、資料の中ほど、下段となりますが、

９月末で水処理センターの仮置場としての受入

れを終了しまして、閉鎖作業を開始したところ

です。 

 今後は、くま川ワイワイパークで災害ごみの

受入れは継続しております。あわせて、くま川

ワイワイパークのグラウンド部分を整備しまし

て、今後の公費解体仮置場として使用すること

となっております。 

 以上をもちまして、災害等廃棄物処理事業の

対応について、御説明のほう終わらせていただ

きます。 

○委員長（増田一喜君） ただいま説明がござ

いましたが、何か御質問等はございませんでし

ょうか。 

○委員（大倉裕一君） 説明いただきましてあ

りがとうございます。災害の発生というところ

から始まっとですけども、坂本地区でこれだけ

の水害が発生するということの想定をして、仮

置場だとか、水処理センターのところはですね、

処分先といったところが決まってたかとは思う

んですけれども、どういったところが決まって

て、どういったところが想定外で急遽対応しま

したというような内容になるのかというところ

をお示しいただけますか。 

○循環社会推進課主幹兼廃棄物指導係長（上村

勝一君） 本当に今回の坂本地区での水害とい

うとは、住民の方々も想定外のところでありま

して、本当に大変な甚大な被災となったわけで

すが、仮置場のほうは一応説明の中でありまし

たが、なるだけ坂本地区の中に置ければという

ところで計画をしたんですが、全てが、東のほ

うが被災していたという関係で、災害の処理計

画にもありました水処理センターというところ

で回収を始めたところです。 

 ただ、くま川ワイワイパークのほうもグリー

ンパークさかもとも一緒だったんですが、堆積

土砂が来ておりまして、その堆積土砂をどけて

いただきながら、使える状況になったところ、

本当は堆積土砂で使うという予定であったとこ

ろだったんですが、災害ごみの量の処分がちょ

っと難しいということで建設部サイドのほうに

御協力、相談、させていただいたところ、使っ

ていいということで、今回、二つですね、使わ

せていただくような、急遽的なところもござい

ました。なかなか確保というところでは、まだ、
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坂本地区の中ではとってなかったところですね、

今後の災害にはちょっと反省すべき点かなと思

っております。 

○委員（大倉裕一君） 確認の意味で。具体的

に言いますと、この資料でいくと、臨時集積所

というようなところが、今回の災害で、緊急的

に仮置場として集積所を設置しましたという内

容というところで理解していいですかね。 

○循環社会推進課主幹兼廃棄物指導係長（上村

勝一君） 地区内の臨時集積所につきましては、

発災から１週間後にうちの仮置場のほうも開い

ておりますし、道路崩落がありまして、どうし

ても外のほうにも持ち出しができないというこ

とで、地区内のどこか空き地のほうをですね、

地区のほうでお考えいただいて、市政協力員さ

んのほうに御協力いただきまして、回って、地

区の仮置きとして、そして、その後回収に行き

ますという意味でですね、設置をしていただい

たところでございます。 

○委員（大倉裕一君） 熊日さんの新聞だった

かホームページだったか、すいません、私も記

憶が定かでないところがあるんですけれども、

やはり水処理センターまでの距離、坂本町から

の距離、また、道路関係の環境ですね。そうい

ったところから、「水処理センターまで持って

いけということか」みたいな被災者のやはり声

が上がっていたのを記憶しています。そういっ

たところからすると、地域内、住んでいる近く

に仮置場を設置していただいて、応急的なです

ね、臨機応変に対応いただいたというところは

非常によかったのではないかなというふうに思

います。また、これをまた次の資料整備とか、

そういったところに生かしていただければとい

うところをお願いしておきたいというふうに思

います。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありませんか。 

○委員（髙山正夫君） 現在、水処理センター、

くま川ワイワイパークに災害ごみがためてある

んだろうと思いますけど、最終的にはそこにず

っと置いておくというわけにいきませんので、

これからまだもうちょっと時間かかるんでしょ

うが、大体水処理センターとくま川ワイワイパ

ークの今のごみを、また最終的にどこかに持っ

ていくという話なんでしょうけど、その辺りの

めどが立っているのかとですね、あと１件は、

公費解体の事前相談が１９９件あったと。申請

については１７５件、２１件が今保留になって

いるということですが、これは最終的には、書

類がそろえば決定という形になるんでしょうか。 

 その２件をお願いします。 

○循環社会推進課主幹兼廃棄物指導係長（上村

勝一君） まず１点目のですね、災害ごみの仮

置場でのめどということでお話しさせていただ

ければ。 

 水処理センターのほうはですね、もう閉鎖し

て、災害ごみのほうは処分場に全て持っていき

まして、鉄板のほうもくま川ワイワイパークの

ほうに運び込んでおりますので、閉鎖という形

になろうかと思います。 

 くま川ワイワイパークにつきましては、公費

解体事業がありまして、その公費解体のやつが

災害ごみとしてそこで入ってきますので、来年

の１２月ぐらいをですね、一応、公費解体の解

体の工事の見込みの最終ということで、１月ぐ

らいに処分までできればなという形では予定と

しては思っております。来年のですね。 

 それと、公費解体のほうの書類不備の２１件

ですが、あくまでもその書類がそろっとらんと

いうところで、こちらのほうはそろい次第、受

理という形になると思います。 

 以上です。 

○委員（髙山正夫君） くま川ワイワイパーク

にずっと置いてあるということで、最終的にど

こかに持っていくという時期的なめどというか、

その辺りは分かりますか。 

○循環社会推進課主幹兼廃棄物指導係長（上村
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勝一君） 申し訳ございません。処理はですね、

入るたんびに一応処分場のほうに、熊本県産業

資源循環協会のほうが木くずであったりとか畳

とか、品目ごとにそれぞれの処分場にかつがつ

持っていかれますので。（委員髙山正夫君「分

かりました。ありがとうございました」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） ほかにありませんか。 

○委員（大倉裕一君） 災害ごみの関係でです

けど、八代市の環境センター、こちらのほうに

持ち込まれているのは、どういったものが持ち

込まれているのかということと、その量がどれ

ぐらいになってるのか。その持ち込まれたもの

がそのまま放置されている状態なのか、きれい

に片づいているのか。その辺りも含めて御説明

いただければと思います。 

○循環社会推進課主幹兼廃棄物指導係長（上村

勝一君） 八代市環境センターのほうに持ち込

んでいるものは、可燃物、災害ごみによる可燃

物のほうを持ち込ませていただいております。 

 一応量のほうがですね、ちょっとすいません、

実績はですね、ちょっと持ってきておりません

で、量のほうはまた後から、ちょっと御連絡で

きればと思います。環境センターでの燃やした

ところの計量はですね……。 

○委員（大倉裕一君） 今日の予定が１５時ま

であるようになっていますので、今日の終わり

のときにでも、資料として御提示いただければ

と思いますが、これは資料要求という形をとっ

たほうが、委員長、よろしいですか。 

○委員長（増田一喜君） いや、どうせ答えら

れるでしょう、最後。なら、それでいいでしょ

う。数字を。 

○委員（大倉裕一君） いいですか。はい、あ

りがとうございます。ということで、お願いし

ます。 

 その環境センターの運営なんですけども、日

曜日がたしか環境センターお休みですよね。一

般持込みですよね。やはりサラリーマンの方と

か、どうしても日曜日に災害ごみあたりを片づ

けて、持っていきたいけど、環境センターのほ

うがお休みだからとかというところも、何か、

一部声に上がってたんですね。くま川ワイワイ

パークのほうに持っていくということも方法な

んでしょうけども、そういったところへの柔軟

な対応というところは、部内でとか課内でとい

う検討は何かなさった経緯がありますか。 

○循環社会推進課主幹兼廃棄物指導係長（上村

勝一君） 環境センターのほうはですね、一応、

第３日曜日が開いているというところと、あと

は、水処理センターのときにはですね、一応日

曜日のほうは持込み可能ということであったん

ですが、どうしても、先ほど申しました処分場

への搬入、搬出ちゅうかですね、仮置場から処

分場への搬出のところが日曜日はできないとい

うところで、今現在は、くま川ワイワイパーク

のほうは日曜日をお休みとさせていただいてお

りますが、そういった何週に１回とか、そうい

ったところもまた今後の検討課題かなというと

ころで、はい、考えさせていただければなと思

っております。 

○委員（大倉裕一君） 行政のほうの都合とい

う部分も多々あろうかとは思うんですけども、

こういったときはやはり被災者のほうにも寄り

添っていただいて、いつでも受け入れられると

いうような態勢をとっていただければ、被災者

の方々も助かられる部分があると思いますので、

また御検討いただいていけばというふうに思い

ます。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 先がありますので。 

 次に、建設部より説明願いたいと思います。

それでは、建設部より説明お願いいたしたいと

思います。 

○建設政策課長（竹原彰吾君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ
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り）建設政策課の竹原でございます。 

 本調査のですね、建設部所管分について御説

明いたします。よろしくお願いいたします。 

 それでは、着座にて説明させていただいてよ

ろしいでしょうか。 

○委員長（増田一喜君） はい、どうぞ。 

○建設政策課長（竹原彰吾君） それではです

ね、事前にお渡ししております、お手元の堆積

土砂排除事業、この資料ですね。こちらの資料

をお願いいたします。早速でございますが、本

事業について説明いたします。 

 ７月の豪雨災害により、坂本町は甚大な被害

を受けております。球磨川に架かる国道や県道、

鉄道の４つの主要な橋梁が流出し、さらに、幹

線道路や生活道路が土砂崩れ、崩壊等により寸

断され、一時的に多数の集落が孤立しておりま

す。また、濁流が球磨川沿いの地域をのみ込み、

土砂や流木が町の至るところで散乱している状

況でございました。この宅地内に堆積した土砂

や流木、こちらを排除いたしますのがこの事業

の目的となります。 

 この資料におきまして、概要欄、こちらの図

を御覧いただきたいと思います。 

 まずですね、民地内から地権者さんや、また

ボランティアですね、こちらにより土砂や流木

をですね、前に道路がありましたら、前面道路

の邪魔にならないところにですね、出していた

だきます。その後ですね、坂本町内に設置しま

した２次集積所に収集運搬を行いました。２次

集積所では大まかな分別を行うこととし、当初

は旧小学校を含む６か所に設置しております。

さらに、八代市新港町にあります八代市球技場、

水処理センターの南側にありますですね。ラグ

ビー場としてよく使われた施設でございますが、

そちらをですね、３次集積所として整備し、こ

こでですね、また再分別をするんですけど、こ

こではですね、スケルトンバケットといいまし

て、機械のバケット、泥を取る部分、こちらに

ですね、穴を空けてですね、穴が空いとるとこ

ろを通過したやつをすると。それをですね、大

小の穴の大きさを用いてですね、分別を行うと、

そういうことでございます。その後ですね、こ

の３次集積所で分別した土砂、流木をですね、

処分することで本事業は完了ということになり

ます。 

 以上が本事業の概要の説明となります。 

 続きましてですね、被害状況の欄、その下の

被害状況の欄を御覧ください。 

 本市の堆積土砂の被害は、坂本地区が大部分

でありますが、一部、二見地区ですね、こちら

でも発生しております。 

 こちらの表はですね、発災直後に県のほうで

ですね、設計コンサルタントに委託しました、

実際排除すべき堆積土量の調査結果でございま

す。その数量はですね、合計約１０万立米とい

うことで、結果がですね、上がってきておりま

した。 

 これをですね、６つの地区に分けて集計して

おりますが、こちらを見ていただくとですね、

藤本地区、中津道地区、久多良木地区ですね、

この３か所がですね、被害が目立っているとい

うのが一目瞭然かなと思っております。また、

先ほど、二見地区も一部被害があったというこ

とですが、全体的な堆積土量が小さかったため、

二見地区につきましては、隣の久多良木地区、

こちらのほうにですね、一応入れておりますの

で、御了承いただきたいと思います。 

 続きまして、現在のですね、進捗状況でござ

います。資料のですね、右側の欄になります。 

 まずですね、フェーズ１ということでござい

ますが、７月中旬からですね、個人やボランテ

ィアによる宅地の土砂撤去につきましては、土

のう袋にですね、土砂を入れまして、先ほど言

いましたとおり、前の道路ですね、こちらに出

していただければ収集運搬を行いますよという

ことを市報の災害臨時号やホームページ、フェ
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イスブック、ツイッター、こちらによりですね、

住民への周知を図っているところでございます。 

 坂本地区を６地区ですね。西部、荒瀬、中谷、

藤本、中津道、田上、こちらの６地区に分けま

して、それぞれにですね、２次集積所を設けて

おります。そこにですね、積込みした土砂をで

すね、収集・運搬しているというところでござ

います。 

 １０月に入りまして、今月からですけれども、

堆積土砂やですね、流木の収集運搬量がですね、

結構落ち着いてきたことからですね、前は６カ

所ありました集積所を現在は２カ所に集約して

おります。 

 現在はですね、グリーンパークさかもとです

ね、支所の横の公園でございます。そちらと、

田上社会教育センター、こちら、旧田上小学校、

球磨川の右岸と左岸に分けましてですね、この

２カ所で処理しているところでございます。 

 当初はですね、宅地内の土砂につきましては、

基本、御自身かですね、ボランティアを活用し

ていただき、道路に出していただくこととして

おりました。しかしながらですね、特に御高齢

の方々から、自分で宅地内の土砂や流木の撤去

ができないという相談ですね、多数受けており

ましたことから、御高齢の方で自身での作業が

できない場合や、土砂の堆積の厚みがもう大量

にあったり、流木もサイズが大きいって、自分

じゃ処分できないと、そういうですね、ボラン

ティアとか個人さんで対応できないという困難

な場合につきましてはですね、所有者の申請に

基づき、家屋・敷地内の土砂や流木を八代市が

撤去する制度をですね、こちらはですね、令和

２年７月２９日から運用開始をしております。 

 この市が行う宅地内のですね、土砂等の撤去

の作業委託につきましては、申請を受付次第で

すね、優先順位を定めてですね、発注している

ところでございますけれども、その家での生活

再建希望者、そのままそこの家に住みたいとい

うようなですね、希望を持っておられる方を最

優先としてですねね、一応採用をさせていただ

いているところでございます。 

 ここで申し訳ございません、資料のですね、

訂正をちょっとお願いしたいところがありまし

て、今の説明の中でですね、フェーズ１のピン

クの３つ目、市が撤去する宅地の業務委託とい

うことで、日付、１０月２０日時点と、１２１

件あって、処理済みが６８件ということでござ

いますけれども、すいません、こちらちょっと

間違いがありましたので、ちょっと訂正をお願

いいたします。 

 せっかくですので、最新のですね、１０月２

２日時点です。申請はですね、１２１件、その

ままで結構なんですが、処理済み、要はもう完

了したという件数がですね、すいません、６８

件にしておりますが、５２件でございます。申

し訳ございません。 

 あとですね、もう何らかの形で業者さんに頼

んでですね、もう現場に入っているというとこ

ろが、そのほか３２件となっております。 

 以上ですね、訂正していただきますようお願

いいたします。誠に申し訳ございませんでした。 

 こちらから見ますとですね、現在申請があっ

ているうちの約７０％につきましてはですね、

着手しているということになります。残りので

すね、３０％につきましては、例えば空き家だ

ったり、公費解体を予定しているというところ

で、なかなか家がちょっと危なくて、土砂を取

れないとか、そういうところでございますので、

そちらにつきましては、公費解体のスケジュー

ルと合わせてですね、進めていきたいなという

ことで考えております。 

 続きまして、フェーズ２について説明いたし

ます。 

 ９月に入りましてですね、今日、後で現場見

ていただきますけれども、新港町にある八代市

球技場を３次集積所として整備を開始しており
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ます。 

 こちらはですね、もともと芝生のですね、グ

ラウンドでございます。そのまま重機を入れる

ことができませんので、現在はですね、重機の

搬入のため、鉄板を敷いてですね、分別作業を

行っているところでございます。 

 続きまして、フェーズ３でございます。 

 １２月上旬から処分を開始するということと

しておりまして、現在は処分方法等を検討して

いる最中でございます。 

 ちなみにですね、この３次集積所でございま

すけれども、一応最終的にはこの芝生をきれい

に復旧してやらんといけません。こちらにつき

ましてですね、専門の造園業者とかにですね、

ちょっと確認しましたところ、やっぱり３月、

４月、５月、６月ぐらい、そこら辺がやっぱり

芝が一番張りつきやすい時期ということをお聞

きしましてですね、来年の３月ですね、今年度

の最終３月にはちょっともうここをですね、明

け渡して、もうそちらの復旧工事のほうに入り

たいということで考えております。 

 それで全て堆積土砂排除事業が終わるという

ことはまだ考えておりませんので、一応３次集

積所閉めますけれども、今後はまた２次集積所

のほうでですね、処理をすると。今後はまだ、

まだまだちょっと量が大分安定してくるのかな

ということで、小さいところでも対応できるの

かなちゅうことで、３月以降はですね、今の坂

本のまちの中にあるですね、集積所ですね、そ

こで分別したやつをですね、最終的に処分する

という方向になるということでお伝えしたいと

思います。 

 あとですね、すいません、資料のですね、２

ページ開いていただきまして、図面がございま

す。 

 まず１枚開いていただきますと、７月から９

月の間ですけれども、坂本町の中にですね、６

つの集積所ということでつくりましたけど、こ

ちら、旧小学校がですね、４か所、あと、その

他ですね、２か所ですね、合計６か所、この６

か所でエリアをですね、分けて、収集・運搬を

行ったということでございます。 

 次のページをお開き願いますでしょうか。 

 こちらがですね、先ほど言いました、ちょっ

と量が落ち着いてきましたので、ちょっと２次

集積所を集約したということで、現在はグリー

ンパークさかもとと田上の社会教育センター、

この２カ所でですね、収集・運搬するというこ

とで、後ほど現地のほうは、こちらの田上社会

教育センター、こちらをですね、視察をお願い

するということになっておりますので、よろし

くお願いします。 

 以上がですね、本課が所管しております堆積

土砂排除事業の説明とさせていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） ただいま説明がござ

いましたが、何か御質問等はございませんでし

ょうか。 

○委員（橋本隆一君） １点ですが、堆積土砂

のですね、最終処分ということで、それぞれの

業者さんが運ばれると思うんですけども、その

先というのは、もう、その業者さんがいろんな

用途に使うということで、そこまでは把握され

ますか、されませんか。 

○建設政策課長（竹原彰吾君） 最終処分とい

うことで、今委員からお話があったのが、今回

ですね、土砂と流木がございます。それぞれの

専門分野がありましてですね、一応流木につき

ましてはですね、市内の業者さんでそういう処

分をされる業者さんがいらっしゃいますので、

そちらさんから今見積りを取ってですね、検討

しているところでございます。 

 あと土砂につきましてはですね、やっぱり土

砂を処分するのもお金というのがあってですね、

なるべくですね、お金をかからないようにして

いくということでは考えております。今ですね、
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ちょっとこれは、ちょっと裏、ちょっと大まか

には進んでいないんですが、実は、例えば土砂

を無償で受け入れたいというところがあればで

すね、そこを活用して出したいなということで

考えておりまして、そこら辺の協議もしている

ところです。ただ、基本的にはですね、そこが

受入れが可能でなくなった場合は、どうしても

ですね、土砂を受け入れる、有料でちょっと受

け入れてもらわんといかんものですから、そち

らにつきましては、今現在もですね、ちょっと、

八代市内にそういう土砂を受け入れるところが

ございませんものですから、今はですね、氷川

町のほうにちょっと土砂は、ここにも書いてい

ますけどもですね、元田商会というですね、氷

川町の業者さんなんですけれども、そちらにち

ょっと土砂を置かせていただいているというと

ころでございます。 

 ただし、先ほども言いましたとおり、やっぱ

りなるべくお金がかからないように、無償でで

すね、取っていただくのがあればということで、

今ちょっと、そこを協議をしているところでご

ざいます。（委員橋本隆一君「ありがとうござ

います」と呼ぶ） 

○委員（橋本隆一君） すみません、重ねてで

申し訳ない。その元田商会さんが運ばれるとこ

ろの、最終の本当にもう、片づきましたという

ところの把握は、その元田商会さんにお願いし

てお任せして、あとはもう経費でこれだけやっ

てくれということで（聴取不能）。 

○建設政策課長（竹原彰吾君） 基本的にはで

すね、土砂はもう埋め立てるしかないものです

からあれなんですけども、流木につきましては

ですね、例えばいろいろな処分の方法がありま

す。チップ化してですね、それを有効利用、肥

料とか堆肥とかですね、紙に使うとか、そうい

う使い方もありますし、あとですね、それを焼

却するというのもあります。 

 ですから、今言いましたけど、流木はですね、

あくまでも中間処分です。あとは業者さんがで

すね、今言いましたとおり、チップ化するか、

焼却するかはもう自由になっておりますので。

土砂の場合は、先ほど言いましたとおり、もう

埋立てしかございませんので、何かそういう有

効利用されるとかですね、そういうところに使

うということになると思います。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（橋本隆一君） ありがとうございます。

過去の例でですね、大変申し訳ないんですけど、

例えばその業者さんが処分場に困って、えらい

なところに、山の中に持っていってうしてとっ

たって、そういうのがやっぱり過去の災害のと

きあった、ケースがあったもんですから、そう

いうことがなきにしもあらずで、ないと思いま

すけども、そういったところまでちょっと確認

していただければなと思います。 

○建設政策課長（竹原彰吾君） 今回はですね、

やっぱりここに出してくれということで設計で

出しておりますので、当然、伝票までは市のほ

うで確認いたします。その上でですね、支払い

になりますので、どこに出したというのは把握

できるようになっていますので、そこの点は御

心配なさらないでよろしいかなと思っています。

（委員橋本隆一君「分かりました。すいません、

長いこと。ありがとうございました」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） ほかにありませんか。 

○委員（大倉裕一君） すいません、確認で１

点と、質問になっとですけど、この事業は、土

砂ということと流木もオーケーということで受

け止めていいのかというのが１つと、堆積の見

積りが１０万立米という想定が出ておりますけ

れども、あくまで測量といいますか、想定の範

囲だったと思うんですが、実際作業をやりなが

ら、この１０万立米というよりも多くなること

が想定されてるんじゃないかなと思うんです

が、その辺り、実際、今、途中経過の中で、見

込みという、そういったところはどのようにな
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っておりますか。 

○建設政策課長（竹原彰吾君） 委員御質問の

ですね、１点目、流木も対象なのかということ

で御質問だったと思います。 

 本事業はですね、流木も対象でございまして、

流木系も全てですね。今日ですね、現場を見て

いただけるんですけども、流木も当然そこの現

場に積んでありますので、オーケーということ

で捉えてもらって結構です。 

 ２点目のですね、土砂の量なんですけども、

１０万立米、こちら先ほどもお話ししましたと

おり、発災直後にコンサルタントが調査しまし

た。この調査というのは、はっきり言いまして、

詳細にはできておりません。やっぱり、ある程

度ですね、概算が含まれまして、逆に量が少な

かったときは困りますので、実は結構多めにで

すね、算定しているところがあると思います。

１０万立米といいますのは。 

 現在の状況でございますが、今日見ていただ

きます３次集積所、こちらのほうにですね、２

次集積所から持っていっているんですけど、こ

れが９月の末時点でですね、５０００立米でご

ざいます。それと流木が１０００立米、９月の

末時点ですね。それから、１０月入ってちょっ

と増えていますけれども、そういう状況でござ

います。 

 それとですね、実はグリーンパークさかもと

でも、２次集積所で使っていましたけれども、

そこでですね、先ほど言いました藤本地区が非

常に堆積土砂が多かったちゅうことで、やっぱ

量が多かったものですから、３次集積所ができ

る前に処分ができなかったと、置き場所がなく

なってきたものですから、それをですね、先ほ

ど言いました氷川町のですね、元田商会も、そ

のときはもうちょっと処分するしかなかったも

のですから、もう先に出しております。それが

５０００立米出しておりまして、今現在ですね、

立米的には１万立米、土砂としては、９月末で

１万立米と流木は１０００立米ですね。 

 ということで、私たちが予想した１０万立米

よりも大分ですね、収まってきているというの

が現状でございまして、今後もですね、１０万

立米まで行くことはまずないだろうということ

で考えておりまして、まあ、５万立米行くかな

あというところで今私たちは試算しているとこ

ろでございます。 

 せっかくこの前ですね、９月の予算がですね、

１６億円ということで補正を上げさせていただ

いているところ専決でですね、いただいたとこ

ろなんですけれども、ちょっとそこまでは行か

ないのかなということで試算しているところで

ございます。 

 以上、説明とさせていただきます。（委員大

倉裕一君「分かりました」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） もう時間が迫ってお

りますので。ほかにはありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 次に、さきの部会に

おいて御意見がございました、令和２年７月豪

雨被害による合併浄化槽の現状等についてを建

設部より説明願いたいと思います。 

○下水道総務課主幹兼水洗化促進係長（上村和

寛君） おはようございます。（｢おはようご

ざいます」と呼ぶ者あり）下水道総務課の上村

と申します。よろしくお願いいたします。 

 さきの令和２年７月豪雨被害によります浄化

槽の被害状況について御報告いたします。 

 まず、本市におきましては、市が合併浄化槽

を設置する地区、東陽町、泉町と、あと、個人

が設置し管理する地区、こちらが旧八代、坂本

町、千丁町、鏡町の２パターンがありまして、

坂本町につきましては個人の設置地域というこ

とになりますので、今現在、本市におきまして

は補助金を交付いたしまして、管理は個人でな

されているということになります。 

 なお、浄化槽に関する届出ですね。例えば廃
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止とか設置とかにつきましては、八代保健所の

所管というふうになっております。 

 続きまして、表になっておりますところを御

覧いただきたいと思います。 

 家屋（浄化槽）被災状況一覧ということで、

こちら、１０月８日現在で作成をいたしており

ます。こちらの横の表になるのが家屋の被害状

況、全壊、大規模半壊、半壊というような形に

なっております。縦になっておりますのが単独

浄化槽と合併浄化槽。単独浄化槽というのは、

トイレの水を流すだけで、合併浄化槽というの

は家庭の台所やお風呂なんかの排水もする浄化

槽になります。 

 件数が全部で２０７件になります。被害状況

はこのような状況となっております。なお、こ

の算出方法につきましては、被災した箇所をま

ずうちのほうで地図で拾い上げをいたしまして、

この浄化槽の管理は個人でなされておりますの

で、浄化槽の管理をなされております八代郡浄

化槽管理センターに資料を頂きまして、そこの

資料と、地図で拾い上げたのを、罹災証明書の

場所を照合したというような形で、概算という

ような形になります。 

 今回はこの被害状況確認を目的といたしまし

て、今後の予算の基礎資料にしたいということ

で、うちのほうで独自に算出をいたしておりま

す。 

 今後の課題、問題といたしましては、地図上

で、先ほど言いましたけど、地図上で被災状況

を確認したということで、数については概算と

いうことになります。 

 なお、浄化槽の管理の部分のみをちょっと調

べておりますので、くみ取りの被害の情報につ

いては、今のところ把握をしておりません。 

 また、被災したと思われる浄化槽も全て使え

ないのかというのもちょっと今のところ分かっ

ておりません。今、何件かですね、電話がかか

ってきている中では、例えば、家屋は被災で半

壊とか全壊の判定を受けたけど、浄化槽は使え

るというようなパターンもあるようなことで、

ちょっと修理をすればいいというような方もい

らっしゃるようですし、土砂がたまっていると

いうような相談も受けております。 

 今のところ、そのような状況ですので、被災

した家屋の再建件数がまだはっきり分からない

ということで、浄化槽も、これからどのくらい

申請が上がるのかというのは、現状分かってい

ないような状況です。 

 なお、今、昨日まで被災したということで相

談を受けたのが大体二十数件ありまして、その

中で、申請が４件上がっております。家屋の被

災状況、罹災証明書の状況でいきますと、全壊

が１件、半壊が２件、一部損壊が２件ありまし

て、一部損壊の１件は、家屋のほうは被害はな

かったんですが、浄化槽は下流につけるもので

すから、下流につけてある浄化槽が被災したと

いうことで申請があった分ということで、合計

４件、今のところ上がっております。 

 以上、報告を終わります。 

○委員長（増田一喜君） ただいま説明がござ

ましたが、何か御質問等はございませんか。 

○委員（大倉裕一君） 個人の管理ということ

で、行政のほうは情報を提供するというような

ところになってくるのかと思うんですが、浄化

槽の中に流れ込んだ部分ですね、その辺りの広

報といいますか、そういったところはどのよう

な手段をとられて広報されたのか、その辺りを

お聞かせいただければと思います。 

○下水道総務課主幹兼水洗化促進係長（上村和

寛君） 先ほど循環社会推進課からも説明があ

ったかと思うんですけども、公費解体をされる

場合の方法とかですね、あと、今大倉委員から

御質問あったように、浄化槽の中の掃除とか、

そういったのは関係課とかあたりにつないで、

まずは、先ほどちょっと御説明いたしました八

代郡浄化槽管理センター、こちらのほうの連絡
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先をお伝えして、どのような方法をとるかとい

うことを御相談されてくださいということで、

関係機関につなぐようにいたしております。 

○委員（大倉裕一君） 具体的に、流れ込んだ

土砂とか、利用中に水害があってますので、も

ともと入っていた汚泥関係とかってあると思う

んですけども、その辺りの処理先というのは、

具体的にどちらのほうで確保されてるんですか。

処理は部門外ですかね。もし分かればお願いし

ます。 

○下水道総務課主幹兼水洗化促進係長（上村和

寛君） そこまでは、すいません、詳しくは調

べてないんですけれども、先ほど、公費解体と

か、そちらのほうで一緒にできないかというこ

とで話をしておりまして、そちらのほうで土砂

の撤去もするというようなことで話をまとめて

おります。ただ、業者さんまでは、すいません、

うちのほうも把握をしておりませんので。申し

訳ありません。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） また確認します。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありませんか。 

○委員（福嶋安徳君） トイレがなくなると困

るのは住民だろうと思いますけど、仮のトイレ

の処置はどの程度してありますか。 

○下水道総務課長（奥村勝己君） それは環境

課のほうで仮設トイレというのは設置されとる

かと思いますが。（委員福嶋安徳君「環境課に

なっと」と呼ぶ）災害対策本部会議のほうで何

基というのを報告はされよったみたいですけれ

ども、一時期より数のほうは減ってきていたん

じゃないかなと思っていますが。一応必要なと

ころにはそちらのほうで設置されとると思いま

す。 

○委員長（増田一喜君） 一灯苑のところに置

いたあの仮設トイレぐらいでしょう。（聴取不

能）。 

○委員（福嶋安徳君） この災害、この被災の

地域が相当あるだろうしですな。そこら辺りの

設置台数があればと思ったんですけど。環境課

があれしとっとたなら、そちらのほうに聞きま

す。 

○委員長（増田一喜君） 環境課のほうにちょ

っとしてください。 

 ほかにありませんか。 

○委員（大倉裕一君） 先ほどの、合併浄化槽

が被災した場合の土砂撤去とか、そういったと

の対応に費用がかかるわけですけど、補助メニ

ューというのは、行政のほうから何か把握され

ているというのはありますか。 

○下水道総務課主幹兼水洗化促進係長（上村和

寛君） すいません、補助メニューちゅうのは

特別用意はしておりません。 

 新たに設置される分に関しましては、今回の

災害、通常、災害の部分は、――今現在、合併

浄化槽をつけておられて、新たに浄化槽をつけ

られる場合は補助対象外になるんですけども、

今回の災害に関しましてはそれもオーケーとい

うことで要綱を定めておりますので、浄化槽を

新たに設置される分の補助金に関してはござい

ます。 

○委員長（増田一喜君） いいですか。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 ここで執行部は御退席を願いたいと思います。 

 次に、本日の行程につきましては、お手元に

配付しております行程表のとおりでございます

が、少し時間に変更がございます。それを踏ま

えて、事務局から説明をいたさせます。 

○議会事務局議事調査係主任（勇 正一君） 

 おはようございます。（｢おはようございま

す」と呼ぶ者あり）事務局の勇です。本日はよ

ろしくお願いいたします。 

 それでは、本日の行程につきまして御説明さ
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せていただきます。この説明の後、先ほど委員

長のほうからもお話がありましたように、当初

は９時５０分から出発する予定でございました

が、１０時頃に鏡支所を出発し、堆積土砂３次

集積所である八代市球技場へ向かいます。 

 八代市球技場では、がれき混じり土砂や流木

等の処分、分別作業を見ていただき、執行部に

対し質疑等を行っていただきます。 

 次に、災害ごみの受入れ場所であるくま川ワ

イワイパークに移動し、災害ゴミ受入れ状況、

公費解体仮置場を見ていただき、執行部に対し

質疑を行っていただきます。 

 昼食後、１３時頃に出発し、堆積土砂２次集

積所である田上教育センターへ向かいます。田

上教育センターでは、がれき混じりの土砂等の

収集・運搬状況を見ていただき、執行部に対し

質疑等を行っていただきます。 

 その後、国道２１９号を通り、鏡支所の帰路

の途中で球磨川河川緑地の被害状況を見ていた

だき、鏡支所へ向かいます。 

 鏡支所へ戻りましてから、委員の皆様方から

御意見をお伺いし、次の日程及び調査内容をお

決めいただき、終了となります。 

 以上でございます。 

○委員長（増田一喜君） ただいまの行程につ

いて、何か質問ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 一応１０分遅れます

ので、順次予定は１０分ずつ繰り下げるという

ことになりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 ないようでしたら、現地視察のため、しばら

く休憩いたします。 

（午前９時５５分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時３０分 開議） 

○委員長（増田一喜君） それでは、休憩前に

引き続き、八代市議会災害対策会議における建

設環境委員会を再開いたします。 

 それでは、ただいまの現地視察を踏まえ、災

害ごみ及び堆積土砂等の現状等について、御意

見等はございませんか。何かございませんか。 

○委員（髙山正夫君） ３カ所見学させていた

だきまして、思った以上に整然としていて、非

常に整備されているなという感じを受けまし

た。今後、公費解体分が入ってくるということ

でございますが、それについても速やかにして

やってほしいなというふうに思います。 

 それと、これちょっと管轄外かもしれません

けど、最後に見に行った運動公園について、こ

れはどこの管轄になるのかですね、その辺りを

知りたいなと。もう早めにしたほうがいいかな

というような気がしました。 

 以上でございます。 

○委員長（増田一喜君） それは、田上かな。 

○委員（髙山正夫君） 運動公園。最後の。 

○委員長（増田一喜君） ああ、球磨川の河川

敷。 

○委員（髙山正夫君） 河川敷です。 

○委員長（増田一喜君） はい、分かりまし

た。河川敷の片づけ。 

○委員（髙山正夫君） そうですね。管轄が八

代市じゃないんですか。 

○委員長（増田一喜君） いや、あれの管轄

は、一応八代市ですね。それは所管の担当課に

ちょっとお願いしときたいと思います。 

 ほかにはありませんか。 

○委員（橋本隆一君） 所見でお願いします。 

 ちょっと３カ月ほど経過して、今、髙山委員

が言われたように、ごみ、土砂の片づけがです

ね、かなり進んできているように感じて、現地

で作業に当たっておられる方、また市の行政担

当の方ですね、御苦労が多かったかと思いま

す。感謝申し上げます。 

 あと、個人的な所感なんですけども、坂本地

域は学校跡地がですね、結構、八竜小学校とい
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うぐらいで８つ小学校があって、中学校もあり

ましたので、そういった跡地をうまく活用すれ

ばですね、何かもう少し、この前市長も言って

おられた、あそこに皆さんが集える場所をつく

るとか、あるいは被災された住宅をそこに集め

るとか、何か検討できる要素があるのかなとい

うふうに個人的には思いました。 

 それと最後に、クレオンで食事をさせていた

だいた帰りがけにですね、クレオンの職員の方

が、自分が被災したもんだから、その被災ごみ

を持っていったら、タキロンちゅうかですね、

船をちょっと、壊れたのでそれを解体して持っ

ていったら、このごみはうちは受け取れないと

いうことで、同じ災害ごみなのに、何で受け取

れないのかとえらい立腹されて私に言われて。

そういった、受け取れないごみ、受け取れるご

みちゅうのがあるのかということ、それと、公

費解体でする分で全部受け取ってくれるなら

ば、自分で片づけたごみも何であれ受け止めて

もらえないかという御要望がありました。 

○委員長（増田一喜君） それもお尋ねしてお

きたいと思います。 

 ほかにはありませんか。 

○委員（大倉裕一君） 冒頭ここで執行部のほ

うから説明やヒアリングをしたところで、最初

にデータを持ち得ていないということで、環境

センターのほうから災害ごみの焼却量について

視察中に報告がありましたので、この場を借り

て御紹介をしたいというふうに思うんですけど

も、９月末の時点で、７月から９月末までの災

害ごみ量が１０６５トンということで御報告を

途中で受けました。環境センター内に、野積み

といいますか、燃やさずになっているものはな

いと。これまでに随時焼却して処理は済んでい

ますという報告でしたので、私としても安心を

したところであります。 

 それから、同じく事前の説明の中で、浄化槽

の件で、新設については補助金があるというこ

とでしたけれども、被災したものについては自

己負担というような状況の中で対応がされてい

るようでありました。こういった災害のときに

は出費もかさむ部分がありますので、少し被災

者のほうに寄り添った制度があってもいいのか

なというような思いを持ったところです。 

 それから、最初の水処理センターの土砂、泥

の処分場をですね、委託をされている作業員の

方が、最終的な処分の内容を明確にしていただ

くことで我々の対応も明確になるということを

おっしゃっておりました。そういう御意見をい

ただきました。ですので、我々もその趣旨がよ

く分かりましたので、執行部のほうもその方向

性を早めに出していただくことで、委託をされ

ている業者さんあたりの作業の方法っていうん

ですかね、工法、そういったところも変わって

くるところがあるかなというところもあります

ので、早めにその処分の内容を確定していただ

ければというふうな思いを持ちました。 

 あと、くま川ワイワイパークの、これから公

費解体をされるところのスペース、また、公費

解体が始まってから確認をさせていただければ

なというふうな思いを持ったところです。 

 それから、現状で受入れをされているところ

については、非常に作業員の方々の協力がとら

れていて、持込みをされている方の負担が軽

く、スムーズな運営ができているなというふう

な思いを持って見せていただきました。 

 最後に、球磨川河川緑地のグラウンドですけ

れども、髙山委員と同じく、少し進捗が遅れて

いるんではないかなというふうな思いを持った

ところです。前回の委員会の定例会の中の委員

会で、球磨川河川緑地の取組を確認をさせてい

ただきましたところ、国の査定があるというこ

とで現状をそのままにしているというような報

告だったというふうな記憶があります。もう査

定も終わったら、早めに瓦礫といいますか、木

くずとか草とか、そういったところの除去をで
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すね、お願いしたいというふうな要望もしてお

りましたし、少し執行部の報告を受けてもいい

のかなというふうな思いを持ったところです。

できるだけ早く対応ができる姿を市民にも見せ

てあげたほうがいいのではないかなと、市の姿

勢をですね、明らかにして見せてあげたほうが

いいのかなというふうな思いを持って見せてい

ただきました。 

 以上、長くなりましたけど、所見です。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

○委員（福嶋安徳君） ３カ所、本当に、見せ

ていただきましたけれども、やはり現場の方々

の作業があそこまできちっとした体制のもとで

行われとっていうのは、私も行って初めて分か

ったような気がいたします。まだまだ荒れた状

態で置いてあっとかなと思いましたけれども、

あれだけ整備されとっていうのは驚きの気持ち

でございました。 

 球磨川河川緑地のグラウンド整備については

早めに、やっぱりあのまま放置しとったら、い

つまでも何もしないような気がいたします。ま

た、スポーツに親しむ方々も少しずつ大会等が

できるような体制になっておりますので、早め

に整備していったほうがいいのかなというふう

な気がいたします。 

 ほかの部分については、それぞれ委員さんた

ちが申されたとおりでございますので、できる

ところは早く整備をしたほうがいいのかなとい

うふうに思っております。 

○委員長（増田一喜君） ありがとうございま

す。ほかにはありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 小会します。 

（午後２時４１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時４２分 本会） 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 御意見ありがとうございました。本日の調査

を行いました内容について、部会として意見を

まとめるためお配りしております調査票を、１

０月３０日までに事務局へ提出いただきたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

 また、御意見の取りまとめにつきましては正

副委員長に御一任いただきたいと思いますが、

よろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 御異議なしと認め、

そのように取りまとめをさせていただきます。 

                              

◎次回の会議日程及び調査内容について 

○委員長（増田一喜君） 次に、２番目、次回

の会議日程及び調査内容について御協議をいた

だきたいと思います。 

 まず、次回の会議日程について協議を行いま

す。 

 小会します。 

（午後２時４３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時５１分 本会） 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 それでは、次の部会は、１１月１１日水曜

日、１０時より開催いたしますので、よろしく

お願いいたします。 

 次に、次回の調査内容について協議を行いま

す。 

 なお、次回は第４回目の部会となりますが、

さきの部会でも申し上げておりましたように、

市議会といたしましても、復興計画に市議会の

意見も反映させる目的もあり、次回の部会で

は、復興計画策定に伴う本部会への意見の取り

まとめも行いたいと思います。その辺も含めて

御協議いただきたいと思います。御意見等はご

ざいませんか。 

 災害ごみ及び堆積土砂等の収集等の現状把握

及びその早期解決に基づいて、次の部会では復
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興計画策定に伴う本部会への意見の取りまとめ

も行いたいと思いますので、その辺も含めて御

協議いただきたいと思います。何かありません

か。 

 次の調査内容、そういうことを踏まえて、次

の調査内容を一、二点、これとこれとを調査し

たいというふうな御意見があれば。 

 小会します。 

（午後２時５４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時０３分 本会） 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 何か御意見はありませんか。 

○委員（北園武広君） 次回の部会の協議内容

ですけども、今日、現地を視察して回って、そ

れぞれの委員さんたちから出た所見に関しまし

て、復興計画策定に伴う本部への意見の取りま

とめという形の中で、内容を絞ってしたらどう

かなというふうに考えております。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。それでよろしいですか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） それでは、次回の調

査内容は、復興計画策定に伴う本部会への意見

の取りまとめということで進めさせていただき

たいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 御異議なしと認め、

そのように進めさせていただきます。 

 なお、本部会での活動に当たり、執行部に対

してはＢＣＰ継続中のため、原則、執行部の会

議の同席については行わないこととされており

ます。しかしながら、本日のように、内容によ

っては執行部の対応も必要となる場合も考えら

れますので、その際は最小人数での対応となる

こともありますので、御承知おきを願います。 

 ほかに何かございませんか。 

○委員（福嶋安徳君） 最初に行きましたスポ

ーツのあれやったですね。（｢水処理センタ

ー」「ワイワイパーク」「球場」と呼ぶ者あ

り）球技場。あそこの球技場で、土砂と流木等

の処分がなされておりました。流木については

処分していただく業者さんが大体、違うところ

にありますけれども、土砂については、分別は

今どんどん進めておられますけれども、最終的

なその処理については、どのような体制をつく

ってあるのか。入札で業者さんにお願いすると

か、入り用の埋立てや何かに利用できるよう

な、個人で申入れがあったときはどのような体

制になるのか。そういったところもはっきりし

とったほうがいいんじゃないかなというふうに

感じました。 

○委員長（増田一喜君） ３次の集積所の処分

ですね。 

○委員（福嶋安徳君） はい。 

○委員長（増田一喜君） ３次の集積所、市球

技場のほうの土砂の最終処分の方法ですね。い

かなる方法でやるのかということですね。入札

とか、個人に分けてやるとか、そういうような

ことも、方法もあるけれども、どういう方法で

やるかちゅう予定ですね。分かりました。 

 ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

                              

◎その他 

○委員長（増田一喜君） 次に、３のその他に

ついて何かございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 以上で本日の部会の日程は全部終了いたしま

した。 

 これをもって、建設環境委員会を散会いたし

ます。 

（午後３時０８分 閉会） 

 



 

－17－

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和２年１０月２３日 

建設環境委員会 

委 員 長 
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